
鳥取県若桜町 若桜活性化計画の取り組みについて

現状と課題現状と課題

現在、町の人口はピーク時の約半分の４，３００人に減少し、高齢化率も３６％と全国平
均を上回っている状況にある。農林業にあっては、担い手の減少や高齢化による生産力
の弱体化など取り巻く環境は厳しい状況が続いており、今後、農林業所得が少しでも向
上するよう計画し、地域の活性化を図っていくかが、課題となっている。

町の特色町の特色

本町は、鳥取県の東南端に位置し、総面積は１９９ｋ㎡を有している。総面積の内、約９
６％を山林などが占め、特に氷ノ山一帯は国定公園に指定され、ブナの自然林や高山植
物など貴重な自然にも恵まれており、県東部を代表する氷ノ山スキー場も観光拠点の一
つとなっている。また、町の中心地は若桜宿と呼ばれ明治時代の建物・蔵等が残されて
おり、蔵通り・カリヤ通りに県内外から観光客が訪れている。
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計画の目標及び取組内容計画の目標及び取組内容

目標：都市住民との交流人口を３年間で４１８千人から５４４千人に増加させる。

取組内容：町の玄関口である若桜鉄道と併設する形で、地元特産物を展示販売し、田舎料
理体験ができる都市農山漁村総合交流施設「桜ん坊」を建設。なお、施設外観は町のイメー
ジである蔵通り、カリヤ通りを採用した。
計画策定にあたっては、全町民を対象とした事業説明会を実施し、事業についての合意形
成を図った。また、施設に愛着をもってもらうため、施設名について広く募集を募り、決定した。

交流施設「桜ん坊」の外観交流施設「桜ん坊」の外観

漬物 雑穀餅 鹿の燻製

田舎料理試食会 田舎料理 加工グループ

取組による変化・効果取組による変化・効果

総合交流施設完成に伴い、地元の加工グループの皆さんが新商品の開発に向け連日奮
闘された結果、県内外から約５千人のお客様がお訪れ、大変賑やかなオープンとなりました。
１ヶ月経過した現在も順調にお客様が訪れており、町に活気が出てきています。
また、この施設を「町の駅」として位置づけ、都市住民との交流施設の拠点とし、交流人口
の増加を図っていきます。
なお、観光ルートである蔵通り等の案内をするボランティアガイドも数名できるなど、若桜宿
協議会・観光案内所の設置、加工グループ等も増え、平成１９年度の観光客も約１７万人と
昨年より３万人増となっており、町に活気が戻ってきています。


